






















心人物富松正安（以下、正安と記す）の「思想」である。それは、これまで「常事犯事件」 、 「テロ事件 としての歴史像が先行し、個々の民権家の思想や行動にあまり焦点があてられてこなかったように思えてならないからである。　
勿論、 自由民権運動の研究は、 『日本資本主義発達史講座』
































個人の思想やそれに伴う行動を大きく取り上げた。しかし、正安についての項目がない等、彼 思想追究という点で物足りなさが残る。　「テロ事件としての側面」と「多くの人物に顕彰され、多くの人物に影響を与えた側面」と 相反する評価が内在する加波山事件の意義とは何か。また、正安を加波山事件や下館 中に位置付けて何が言えるのか。　それらの問題を含め、長寿を保った当事者としては唯一

























山健堂（本名健三）は、読売新聞に連載した『新人国記』（一九〇八年から連載。十一年には書籍化）の中で、常総が「学問・文章の国」と言わ なが も（水戸学 存在からであろう） 、農民の生活程度は低く教育は想像以上に遅れていると記している。更 『訳文大日本史』を著した作家、 山路愛山も茨城県（特に県都水戸）は「自尊心、 排外心党同伐異の精神」にこりかたまり「適切な政治」 と ないままきてしまった 批判している。これらは後年の茨城像を示すものとし 注目できる。同時代では、旧水戸藩士、

























































中心にして決起した。他に、玉水嘉一、保多駒吉（以上、茨城県出身者） 、杉浦吉福、三浦文冶、五十川元 、山口守太郎、天野市太郎 琴田岩松 草野佐久馬 原利八、河野広躰、横山信六、小針重雄（以上 福島県出身者） 、平尾八十吉（栃木 者） 、小林篤太郎（愛知県出身等を含めた十六名が、 「自由ノ公敵タル専制政府ヲ顛覆シテ而シテ完全ナル自由立憲政体ヲ建立セント欲ス」と記された檄文を配し要害地である加波山に蜂起し、 「爆裂弾」を使用して真壁町下妻警察署町屋分署を襲撃、その帰途に近隣の富農から金品を「強奪」し 更に、 事敗れて逃走中に、警官（村田常儀巡査、二六歳）一人を殺害した、自由党左派による事件である。　
事件像については、 「小説的誇大の形容、及び潤飾構造
























れ、正安以下七名が絞首刑、他は無期徒刑等重刑を受けのも一つの特徴である（平尾は警官隊と直接衝突した「長岡畷 戦い」にて死亡。他に、 期中に病死の者も り） 。　
後に、この事件を元にした「ダイナマイト節」という歌
謡が、事件から三年後の一八八七年頃に生まれた。流行し





























抑モ建国ノ要ハ庶民平等ノ理ヲ明ラカニシ各天与ノ福利ヲ均シク亨クルニアリ而シテ政府ヲ置クノ趣旨ハ人民天賦ノ自由ト幸福トヲ扞護スルニ在リテ決シテ苛法ヲ設ケ圧逆ヲ施スへキモノニ非ラザ 也然 而シテ今日我国ノ形勢 観察 レバ外 条約未ダ改マラズ内ハ国会未ダ開ケズ為メニ姦臣政柄ヲ弄シ上聖天子ヲ蔑如シ下人民ニ対シ収斂時ナク餓蓉道ニ横タワルモ之ヲ検スルヲ知ラズ其ノ惨状苟モ志士仁人タ 者 ニ之ヲ黙視スルニ忍ビンヤ［中略］夫レ大家ノ傾ケ ハ一木ノ能ク支フ 所ニ非ラズト雖モ志士仁人タルモノ坐シテ倒ルヲ視ルニ忍ビンヤ故 我輩茲ニ革命ノ軍ヲ茨城県真壁郡加波山上 挙ゲ以テ自由 公敵タル専制政府ヲ顚覆シ而シテ完全ナ 自由立憲政体ヲ造出セント欲ス嗚呼三千七百万ノ同胞ヨ我党ト志ヲ同フセバ俱ニ大義ニ応ズルハ正ニ志士仁人ノ本分ニ非ズ 茲ニ檄ヲ飛バシテ天下兄弟ニ告グト云璽
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一八八四年七月九、 十日に「革命ノ先鞭ヲ着ル」 、 「関東



































として栃木県令兼任（一八八二年二月十七日から福島県令）となった。福島 着 時に表明したと伝えられる「ひつけ強盗と自由党は決して頭をも げさせぬ」との言が三島の政治姿勢、運動弾圧の激しさを象徴している。　
栃木、福島両県は東日本における自由党の牙城であった







































































































































































































































































































関係者）を、欧州人と違って 亜細亜人」の我々は政治に不熱心であるが、 「熱心以社会ノ改良ヲ謀リ終ニ身ヲ犠牲ニ供シ更ニ顧ミサルハ活発ト云フベシ」として我々にはないものを持っていたと褒め称えている。ただ、 同時に 「過激性」が内在しており、これが元で彼等は失敗し とも述べており、問題点も認識していた。政府 これを新たな決起集会ではないかと警戒していたが、何もなく終わっている。　
兆民も寄稿していた茨城県の千代川村（現下妻市本宗道）
を中心に出回った学術啓蒙雑誌『常総之青年』は、加波山事件の名を出してはいないが事件を皮肉ったととれる論説を掲載している。これには、事件後、その変節 大いに正安に非難された盛一郎も関わっており、加波山事件を反面教師として、正安が切望 た「民を交えた」革命を行っていこうとする姿勢を示したものとなって る。次の文章それを表している。
其ノ狐剣ヲ横タエテ天下ヲ周遊シタル其行為決シテ勉メザルニアラズ慷慨悲憤ノ非ナルヲ知テ一家ノ私計ヲ





























































復興を企図することを望み、加波山事件にそれを一時求めた「可能性」があった。ただ 彼は、 大井との関わりの中で、事件とは違う独自の革命を本来は行おうとしていた。その地域的拠点 下館にあった。水戸と 違う、下館の地に則して正安を論じることも忘れてはいけない　
正安の根底には少なからず、 「民を交えた革命」と「そ
れに向けた動き」が目的意識として 加波山事件参加者達が互いの主義主張を十分 理解できずに蜂起したことについては、桐原氏の弱点と言う評価に、筆者も同意見である。正安は、民のこと 思う「凛々タル行動精神」にのみ感銘を受け、彼等グループの形成過程 目を向けなかった。この彼自身の軽率さと加波山事件の混乱性（異なる主義、主張の混在）がや り一番の問題 して認識されるべきである　
本稿では福島事件との関わりによって論じられることが






多い加波山事件の内部に主義、主張の相違と、それを軽率に判断する正安の 「弱点」 を指摘した。桐原、 寺崎両氏共に、正安を加波山事件の中心に据えて、少ない資史料から論じる意欲的な研究者である。しかし、寺崎氏は正安の行動矛盾の疑問を提示するだけで終わり、桐原氏は大井と正安の関連性において間違った意味付けを行っている。両氏 もに、加波山事件参加によ て大井との間 確執が生じてしまったことや、 正安の 「転換」 を描き切れていない。更に、 『談話』を活用していない。本稿はその点に着目し、新たな正安像を提示するように努めた。　
しかし、両氏が、加波山事件の思想研究に大きな貢献を
















































































































































































































































（（）		 『下館石川家中牧家文書』所収「石川家分限帳」 （資料番号一一） 「給人次席 （以下、 『下館牧家文書』 、茨城県立歴史館所蔵） 。
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があった。その事情については、水戸市 さん近現代専門部会編『水戸市史（下）一』 （ 役 、一九九三


































































































































































































































































城大井憲太郎傳』 （風媒社、一九六八年）八一〜八二頁。彼は一八八三年二月に政府への不満を演説で述べているが、この時点では一揆的暴挙煽動はしていない（別冊『大井憲太郎の研究』所収「明治十六年演説「天地之常経」 」 ） 。それどころか、秩父事件も「軽挙」として止めに入ろうとした。大井は「筑波山の会」にも参加していな 。正安は「未だ帰郷せず」と兵庫に送った書簡（前掲、七日一日付仙波











































































田崎編『自由民権の再発見』所収、大内論文、一四三頁）との解釈は、顕彰の歴史から事件像を再提起出来ると捉えたものと判断され、筆者自身、評価出来る。そういう意味で玉水嘉一の顕彰運動についても今後、 討の必要 あ 。
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